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2. 4月19日 学生の生活管理と健康  
3. 4月26日 疾病の予防と健康管理  
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• 医学系研究科 分子薬理学分野 教授 
• 附属図書館 副館長 




• 参考サイト：東北大学機関リポジトリTOUR  薬理
学総論； 薬理学者から市民への伝言； 未来






















































摂食         運動 





















Figure 26.6 Identical twins with combined weight of 1300 pounds. 
Note similarity in body shape. 
病気の原因は、遺伝的素因と環境因子、そして習慣。 
Obesity Lippincott's Illustrated Reviews Biochemistry, 3rd Edition_ch26 
ウォーキングの理想的なフォーム 



































































目安量       ビタミンD 
   （μg） 
さけ1切れ        25.6  
さんま1尾   11.4 
さば1切れ      8.8 
うなぎ（蒲焼き） 1/2串 7.6 
まぐろ赤身5切れ   5.0 
鴨2枚      2.1 
鶏卵1個       1.5  




目安量      カルシウム 
   （mg） 
牛乳・プロセスチーズ 
  6mm厚2切れ  270 
乳製品牛乳カップ1  230 
スキムミルク大さじ2   220 
ヨーグルト半カップ   130 
大豆・大豆腐二丁  180 
豆製品凍り豆腐1個  130 



































































































『標準生理学』 p890 第13章 環境と生体／Ⅳ 運動・
体力の生理学／A 筋収縮とそのエネルギー供給 











































































８位 腎不全 2.0% 
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参考：Merck Manual, 『肥満遺伝子』 
双生児，養子および家族の研究による、ヒトの肥満に対する遺伝的影響の評価 
Figure 26.6 Identical twins with combined weight of 1300 pounds. 
Note similarity in body shape. 




















器系、内分泌系 「植物性機能」   「アリストテレスの分類に基づく」 























• 血栓症･出血治療薬       










A man is as old as his arteries. Syndenhan T. 
(1624-89) 英国のヒポクラテス、ジョン･ロックの友人 
Virchow’s triad in thrombosisウィルヒョウの血栓症三角.  
Endothelial integrity is the single most important factor. Note that injury to 
endothelial cells can affect local blood flow and/or coagulability; abnormal 
blood flow (stasis or turbulence), in turn, can cause endothelial injury. The 






（ Katzung 図34-1） 
  血液凝固異常治療薬 
 
 
 血液凝固抑制薬   血液凝固促進薬 
 
 
血栓溶解薬 抗凝固薬 抗血小板薬 凝固因子 プラスミノー 
      (Ⅷ,Ⅸ因子）ゲン阻害薬 









































































































































































高脂血症治療薬 （Katzung 図35-1） 




  HMG-CoA還元酵素 
  阻害薬（スタチン類） 
     ナイアシン 
       フィブラート類 
       (gemfibrozil 































































血 管 拡 張 薬 交 感 神 経 
抑制薬   遮断薬 
ア ン ギ オ テ ン シ ン 
ア ン タ ゴ ニ ス ト 
ACE阻害薬 受 容 体 拮 抗 薬 α受容体 
非 経 口 
血 管 拡 張 薬 
神 経 終 末 
Ca 拮 抗 薬 
神 経 節 
他 の 経 口 血 管 拡 張 薬 交 感 神 経 中 枢 
β受容体 ARB 
Angiotensin Converting Enzyme 





















































–ニコランジル （N-K ハイブリッド） 
–その他 
わが国の心疾患死亡率の海外との比較 
死亡率   日本  アメリカ   フランス    イギリス 
（人口10万人あたり）   
心疾患全体  １１６．８  ２６０．７   １８４．６    ２９１．６ 
  













































ml/ 分（臓器100g当たり）ml/ 分（全臓器当たり）分配率（％）ml/ 分（全臓器当たり）消費率（％）
脳 57 750 15 46 20
心臓 70 200 4 27 11
肝臓 95 1,350 27 33 14
腎臓 420 1,200 24 16 7
骨格筋 3 850 16 70 30
皮膚 7 350 7 5 2
その他 400 7 36 16




動脈血には20 vol% の酸素が含まれている 




























前胸部痛 5W & 1H 
p85教科書 
Time is myocardium 
and time is outcomes. 
Gibson CM: Circulation 104:1632-4, 2001. 
Characteristic distribution 




























































監修 ： 国立大学法人保健管理施設協議会 
南江堂、 
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   薬理学総論； なぜ薬理学を学び、教えるのか








新版 学生と健康 目次 
総論（11章） 各論（52章） 
 健康とは 生活習慣 （７）  
 日本の医療制度  2.アルコール、3.喫煙  
 健康維持のための社会の仕組み 体の健康 （２４） 
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 薬の使い方 日常よくみられる病気 （４）  
 検査について 女性医学 （３） 
 移植医療 こころの健康 （１４） 
 AEDと救命救急法  52.薬物乱用 
 応急措置 
 旅行医学 参考文献・参考サイト 















































附属図書館副館長          柳澤輝行 
薬の生体に対する作用 




















用量反応関係 Dose-Response Relationship 
    モルヒネの挙尾効果 
Abnormal posture in mouse given morphine 
Luellmann, Heinz et al: 





金額(円） 人数 計 
1    1 1  
10   3 30  
100   10 1,000  
1,000  22 22,000  
10,000  10 100,000  
100,000  3 300,000  
1,000,000  1 1,000,000  
合計  50 1,423,031  
平均   28,461円  
 人数 計 
0  1 0  
1  3 3  
2  10 20  
3  22 66  
4  10 40  
5  3 15  
6   1 6  
合計 50 150 
平均  3  
















1.25 2.5 5 10 20 40 80 160 320 640 1280 
用量反応曲線 
薬理作用 有害(中毒)作用 致死作用 
小量 大量 
用量 治療量 （極量） 
無効量 有効量 中毒量 致死量 





























清酒 アルコール  効果 effect 
  血中濃度（ % ） 
１合 0.02~ 0.04  ほろ酔い、気分爽快 
３合 0.11~ 0.15 酩酊初期 
7合~1升 0.31 ~ 0.4 泥酔期 







































































































































































タバコ依存症スクリーニング （ Tobacco Dependence Screener；
ＴＤＳ）  
１． 自分が吸うつもりよりも、ずっと多くタバコを吸ってしまうことがありましたか。  
  















タバコ依存症スクリーニング （The Tobacco Dependence 
Screener；ＴＤＳ）  
６． 重い病気にかかって、タバコはよくないとわかっているのに吸うことがありましたか。  
  
７． タバコのために健康問題が起きていることがわかっていても吸うことがありましたか。  
  
８． タバコのために精神的問題が起きているとわかっていても吸うことがありましたか。  
  
９． 自分はタバコに依存していると感じることがありましたか。  
  

























































柳澤輝行(編著)：新薬理学入門 3版、 南山堂、 2008、 p19より 
薬物開発シーズの可能性・ニーズの掘起し 
『ローマ人 
の物語』作者、 
塩野七生さんとの
鼎談 
この被災地からの
復興をめざす。 
塩野七生さん 鼎談 
「瓦礫と大理石：廃墟と繁栄」 
• 東日本大震災復興プロジェクト、後援：宮城県 
• 東北大学医学部艮陵同窓会140周年記念 
鼎談者： 大野英男(東北大学電気通信研究所教授） 
 山本雅之(東北大学大学院医学系研究科教授） 
司会： 大内憲明(艮陵同窓会長） 
• 日時：2012年5月19日(土）16:00～17:30 
• 場所：勝山館、仙台市青葉区上杉2-1-50 
• 一般の方も参加できます（無料）。 
